
令和６年１月９日（火）、札幌地方裁判所において「冬休み裁判所キッズＤＡＹ」を開催し

ました。当日は、模擬裁判体験や裁判所クイズ、裁判官への質問タイムなどを行いました。

４年生から６年生までの小学生の皆さん３０人に参加していただきました。

参加者の皆さんは、昔話「浦島太郎」を題材にした模擬裁判を体験しまし

た。乙姫様が、玉手箱を使って浦島太郎を殺害したとして、殺人罪に問われ

たという内容で、皆さんそれぞれの配役を一生懸命演じてくれました。

模擬裁判体験の後、被告人の乙姫様

が有罪か無罪か、皆さんに考えていた

だきました。

裁判所クイズの時間では、

裁判所に関する○×問題に取

り組んでいただきました。参加

者の皆さんは、元

気に○×の札を上

げて、楽しく裁判

所について学んで

いただけている様

子でした。

武笠所長と畑

中裁判官が参加

者の皆さんから

受けたたくさん

の質問の中から、その一部を紹介します。

ＤＡＹ

～参加者やその保護者の感想（一部抜粋）のご紹介～

（参加者）

・浦島太郎の模擬裁判が面白かった。

・違うシナリオの模擬裁判もやってみたい！

（保護者）

・普段裁判所に関わることがないので、子供も大人も貴重な経験になった。

・子供がどんな感想を持ったか聞くのが楽しみ。

お問い合わせ：札幌地方裁判所事務局総務課広報係（☎011-350-4803）
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（有罪）

乙姫様が浦島太郎のことを「どうなっても知らない」と

言っていたことから、殺意があったのではないか。

（無罪）

乙姫様は、浦島太郎に何度も玉手箱を開けないよう伝え

ていたから、殺すつもりはなかったと思う。

（質問の一部）

・裁判官になったきっかけは？

・休みの日はどう過ごしているの？

・裁判官の仕事は楽しい？

ご参加いただいた皆

さま、ありがとうご

ざいました！


